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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目

小項目

小項目
要素

2009 2010 2011 2012 2013

→社会状況に即応した先端的な研
究テーマの設定と大学外の諸機
関・組織との協同の実践状況。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
 

→研究成果に対する内部評価／外
部評価の実施状況（運営委員会等
での内部評価実施／関連研究者へ
の外部評価の依頼）。

Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ

 

→外部組織との協同のもとでの研
究会、シンポジウム、Sキューブ事
業の実施状況（年間2-3回の実施）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
 

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

備考

　

2009年度に設定した「目標」 左記目標の「指標」
進捗状況評価

１．現代社会における先端的な課題に学際的な観点から取り組むことを
通じて、広く社会に貢献していく。

２．「ミッションステートメント」に適った関西学院大学独自の研究成
果を公表する。

３．現実社会から提示される課題や要請に対応しつつ、「共生／移
動」、「景観／空間」、「セキュリティ／排除」を主たる切り口とした
先端的な学術研究成果に裏打ちされた社会貢献を果たしていく。

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

要素

0.0.2 大学・学部・研究科等の理念・目的が、大学構成員（教職員および学生）に周知され、社会に公表されているか。
構成員に対する周知方法と有効性

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

先端社会研究所

0 理念・目的

0.0.1 大学・学部・研究科等の理念・目的は、適切に設定されているか。

要素

Ⅱ．目標の進捗状況評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗状況評価》

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

各研究会による研究会を合計９回開催、Ｓキューブ事業としてシンポジウム「女性の社会参加のための情報通信技術－香港と日本を
つなぐ－」「二世－戦後において引揚者、復員者、在日朝鮮人の子供はなにを聞き、なにを引き継いだのか－」、これまでの雲南省
での社会調査をの趣旨と意義を示すため写真展を開催し研究成果の一端を学内外および学生に対して還元した。

大学外の諸機関・組織との共同として、2012年度もオランダ戦争資料研究所（NIOD)との国際ワークショップ「暴力（戦争）と切り離
されて表彰されてきた女性イメージの問い直し」を開催。また、雲南省社会科学院との共同研究会「雲南災害の社会表象－災害の実
態･村落の軌跡・表象」も開催した。

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗状況評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行っ
た。 A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

理念・目的の明確化

実績や資源からみた理念・目的の適切性

0.0.3 大学・学部・研究科等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか。

個性化への対応

社会への公表方法

運営委員会において研究所の活動計画・実施状況･成果発表に関する報告を行うと共に３ヶ月毎に活動状況報告を研究推進社会連携機
構へ提出することによって外部からの評価を得ている。2012年度は本研究所の５年に１度の事業評価を受け大学評議会に於いて本研
究所の改編がなされることが決定した。
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